
   「消防団の力向上モデル事業」事業紹介 
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団体名 
長野県諏訪市 消防団名 諏訪市消防団 
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Tel：０２６６－５２－０２９９ 

E-mail： 

syoubousyomuka@city.suwa.lg.j
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事業名 消防団災害対応能力向上事業 

事業詳細  

○ 事業の目的・必要性 

  昨年諏訪地域は局所的な豪雨により災害が多発しました。諏訪湖周辺では水

害が発生し、隣接する茅野市では土石流災害が発生しました。本地域は自然災害

に対し、常備消防に比べ、消防団の出動件数が比較的多くを数えます。市民の安

心・安全のため、消防団の自然災害に対する対応力の向上が要求されているため。 

○ 事業内容 

 土砂災害発生時に瓦礫の除去や倒木の撤去、家屋倒壊などで重量物に挟まれ

た要救助者の救出のため、新たにエンジンカッター、チェーンソー、ジャッキを配

備し、取扱い訓練を行い、資機材に精通し大規模自然災害に備える。 

 

○ 目標達成状況 

※事業提案書（様式１）アウトプット成果指標の結果を記入して下さい 

指標 単位 当初目標値 実績値 備考 

訓練回数 回 ８回 １６回 

瓦礫救助訓練等、団全体としての訓

練を年１回、分団（７個分団）内訓

練を各１回の計８回 

 

訓練参加者 人 １００人 ３５４人 

団全体訓練参加者数＋分団内訓練参

加者＋署員による講習会参加者の合

計人数 

資機材点検 回数 ６回 １８回 
定例の防火広報活動時に資機材の点

検を毎月行う。（９月から２月） 

講習会 回数 １回 １回 常備消防による資機材講習を実施。 

※URL の記  

作成年月：令和５年２月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業成果 

 資機材を配備し、訓練を重ねる中で技術習得を図ることができたと感じておりま

す。団全体訓練、業者による資機材説明、署員による取扱い講習、分団内での訓

練、定例活動時（毎月１日、１５日）の点検・始動テストなど数多くの訓練を行いまし

た。 

 訓練延べ回数 １８回  訓練参加のべ人数 ３５４人 

  

 実災害では様々な劣悪な環境下での活動が予想されるため、更なる技術習得が

課題となります。今後も継続して訓練を重ね、実災害を想定した本番さながらの訓

練会場を用意するなどして、団員の技術の向上に努めます。 

 

 

※本事業における改善事項等を記入してください（団員数増加等の具体的な数値

がある場合は必ず記入）。 

その他参考

情報 

※URL の記載などをお願いします。 

 


